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資料-3

システム化部会およびデータ標準化部会の
活動内容（案）

平成21年11月20日（金）
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１．活動体制 ＜組織構成＞

防災WG

データ標準化部会

システム化部会

その他
（必要に応じ）

自然災害種別単位のサブ部会

【メンバ】防災WG構成員

【タスク】・意見・アイデアの提供

・情報の交換・共有

【メンバ】・構成員（応募者）、事務局

【タスク】・対象とする災害分野に係る既存の基準・仕様類の規定内容

及び規格化に係る国際・国際標準※、更には利活用場面から

の要求事項を踏まえ、相互利用可能なデータ仕様及びメタ

データ仕様の検討

【メンバ】・構成員（応募者）、事務局

【タスク】・災害リスク情報等を見える化するための基本構成の検討

・プロトタイプシステムの仕様検討

・システム機能の有効性の検証や課題抽出と対応策の検討

今後の活動状況を踏ま
え設置を検討

ニーズ・シーズに関する
情報提供、検討への参画

案についての意見照会

統合利用可能な災害リスク情報等の規格化や災害リスク
情報等を流通（利用促進）させるための基盤整備検討を具
体的に進めるためにワーキンググループの下部組織として
「システム化部会」及び「データ標準化部会」を設置する。

※ここでいう国際標準とはISO19100シリーズ（ISO/TC211での標準）等、

国内標準とはJPGIS Ver2.1版、JMP2.0等
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２．現状の課題と解決方向性（実現イメージ）

現状の課題 解決の方向性

課題①：災害リスク情報等を同条件で
組織横断的に検索することができない
課題①：災害リスク情報等を同条件で
組織横断的に検索することができない

課題④：異なる機関の災害リスク情報
等を統合的に利活用できない（ex.重
畳表示・分析等）

課題④：異なる機関の災害リスク情報
等を統合的に利活用できない（ex.重
畳表示・分析等）

課題③：災害リスク情報の利用条件・制
限・概要等を把握することができない
課題③：災害リスク情報の利用条件・制
限・概要等を把握することができない

課題⑤：利活用場面で求められる情
報の全てが十分に整備されていない
課題⑤：利活用場面で求められる情
報の全てが十分に整備されていない

課題⑥：災害リスク情報の説明に用い
られている用語の意味や各機関での
定義の違いがわからない

課題⑥：災害リスク情報の説明に用い
られている用語の意味や各機関での
定義の違いがわからない

解決方策①：組織横断的に災害リスク情
報及びそのデータ仕様を取得できるデー
タ流通の仕組みを整備

＝システム化部会のテーマ

解決方策①：組織横断的に災害リスク情
報及びそのデータ仕様を取得できるデー
タ流通の仕組みを整備

＝システム化部会のテーマ

解決方策③：統合的に利用できる標準的
なデータ仕様を規格化

＝データ標準化部会のテーマ

解決方策③：統合的に利用できる標準的
なデータ仕様を規格化

＝データ標準化部会のテーマ

解決方策②：検索や利活用に必要な情報
を定義したメタデータ仕様を規格化

＝データ標準化部会のテーマ

解決方策②：検索や利活用に必要な情報
を定義したメタデータ仕様を規格化

＝データ標準化部会のテーマ

解決方策④：既存仕様に用いられてい
る用語の意味（機関毎の定義内容の違
い等）を整理した用語辞書を整備

＝データ標準化部会のテーマ

解決方策④：既存仕様に用いられてい
る用語の意味（機関毎の定義内容の違
い等）を整理した用語辞書を整備

＝データ標準化部会のテーマ

課題②：災害リスク情報の定義内容
（仕様）が分からないためデータを十
分に活用できない

課題②：災害リスク情報の定義内容
（仕様）が分からないためデータを十
分に活用できない
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5 補足

課題①：災害リスク情報等を同条件で組織横断的に検索することができない
様々な機関が分散して管理している災害リスク情報等を一元的に同条件で横断的に検索し、取得するこ
とができない。

課題②：災害リスク情報の定義内容（仕様）が分からないためデータを十分に活用できない
データを活用するためには、データの構造を示したデータ仕様が取得できる必要があるが、現状はその
環境が十分に整備されていない。

課題③：災害リスク情報の利用条件・制限・概要等を把握することができない
災害リスク情報等を利活用するためには、データの諸元情報が把握できるようにする必要があ
るが、現状は十分に整備されていない。

課題④：異なる機関の災害リスク情報等を統合的に利活用できない
災害リスク情報等のデータ形式が機関または情報毎に異なっており、利用者はデータ毎に対応（変換や
実装等）が必要となる。

課題⑤：利活用場面で求められる情報の全てが十分に整備されていない
利活用場面から必要となる情報項目全てが、現状の災害リスク情報等にて整備されているとは限らない。

課題⑥：災害リスク情報の説明に用いられている用語の意味や各機関での定義の違いがわ
からない
災害リスク情報等に用いられる用語の名称や意味が機関毎に異なる場合があり、利用する際に混乱す
る可能性がある。

課題①：災害リスク情報等を同条件で組織横断的に検索することができない
様々な機関が分散して管理している災害リスク情報等を一元的に同条件で横断的に検索し、取得するこ
とができない。

課題②：災害リスク情報の定義内容（仕様）が分からないためデータを十分に活用できない
データを活用するためには、データの構造を示したデータ仕様が取得できる必要があるが、現状はその
環境が十分に整備されていない。

課題③：災害リスク情報の利用条件・制限・概要等を把握することができない
災害リスク情報等を利活用するためには、データの諸元情報が把握できるようにする必要があ
るが、現状は十分に整備されていない。

課題④：異なる機関の災害リスク情報等を統合的に利活用できない
災害リスク情報等のデータ形式が機関または情報毎に異なっており、利用者はデータ毎に対応（変換や
実装等）が必要となる。

課題⑤：利活用場面で求められる情報の全てが十分に整備されていない
利活用場面から必要となる情報項目全てが、現状の災害リスク情報等にて整備されているとは限らない。

課題⑥：災害リスク情報の説明に用いられている用語の意味や各機関での定義の違いがわ
からない
災害リスク情報等に用いられる用語の名称や意味が機関毎に異なる場合があり、利用する際に混乱す
る可能性がある。

現状の課題



6 補足

→解決方策①：災害リスク情報及びそのデータ仕様を適切に取得できるデータ流通の
仕組みを整備
災害リスク情報等を必要とする利用者（研究者、民間サービス事業者等）が、必要なデータ及びデータ仕
様を容易に取得できるデータ流通の仕組みを整備。データは分散管理された災害リスク情報等を共有す
ることを基本とする。

→解決方策②：検索や利活用に必要な情報を定義したメタデータ仕様を規格化
各機関の災害リスク情報等に関するメタデータを整備することで、一元的な検索や同じ条件（キーワード
等）での横断的な検索を実現でき、利用条件の提供が可能となるようにする。また、利活用に必要となる情

報をメタデータから確認できるようにする。

→解決方策③：統合的に利用できる標準的なデータ仕様を規格化
災害リスク情報等のデータ仕様を規格化し、各機関等で整備された災害リスク情報等を本仕様に変換する
ことで、利用者は個別に対応する必要がなくなるようにする（標準的なデータ仕様に対応するだけでよくな
る）。

→解決方策④：既存仕様に用いられている用語の意味（機関毎の定義内容の違い
等）を整理した用語辞書を整備
各機関毎のデータ仕様や今回規格化するデータ仕様との用語の関連を整理した用語辞書を整備すること
で、既存しよう類の用語の定義内容を差を確認できるようにする。

→解決方策①：災害リスク情報及びそのデータ仕様を適切に取得できるデータ流通の
仕組みを整備
災害リスク情報等を必要とする利用者（研究者、民間サービス事業者等）が、必要なデータ及びデータ仕
様を容易に取得できるデータ流通の仕組みを整備。データは分散管理された災害リスク情報等を共有す
ることを基本とする。

→解決方策②：検索や利活用に必要な情報を定義したメタデータ仕様を規格化
各機関の災害リスク情報等に関するメタデータを整備することで、一元的な検索や同じ条件（キーワード
等）での横断的な検索を実現でき、利用条件の提供が可能となるようにする。また、利活用に必要となる情

報をメタデータから確認できるようにする。

→解決方策③：統合的に利用できる標準的なデータ仕様を規格化
災害リスク情報等のデータ仕様を規格化し、各機関等で整備された災害リスク情報等を本仕様に変換する
ことで、利用者は個別に対応する必要がなくなるようにする（標準的なデータ仕様に対応するだけでよくな
る）。

→解決方策④：既存仕様に用いられている用語の意味（機関毎の定義内容の違い
等）を整理した用語辞書を整備
各機関毎のデータ仕様や今回規格化するデータ仕様との用語の関連を整理した用語辞書を整備すること
で、既存しよう類の用語の定義内容を差を確認できるようにする。

解決の方向性
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機関Aのメタデータ

機関Bのメタデータ 機関Cのメタデータ

機関Dのメタデータ

プロジェクト名

プロジェクト名

作成年月日

プロジェクト名

キーワード

空間参照情報

未整備データ精度

利用制限

同じ条件で検索でき
ない（ex.メタデータの
項目が全く異なる）

情報が少なくてどんな情報
か分からない

（ex.メタデータが未整備）

利用するために必要な情
報が得られない（ex. メタ
データの項目が少ない等）

???

機関Aのメタデータ

機関Bのメタデータ 機関Cのメタデータ

機関Dのメタデータ

プロジェクト名

作成期間

作成年月日

空間参照情報

利用制限

・・・・・・・

同じ条件で横断
的に検索できる

国内外の標準に準拠し
たものが作成される

利用するために必要
な情報が明記される

プロジェクト名

作成期間

作成年月日

空間参照情報

利用制限

・・・・・・・

プロジェクト名

作成期間

作成年月日

空間参照情報

利用制限

・・・・・・・

プロジェクト名

作成期間

作成年月日

空間参照情報

利用制限

・・・・・・・

課題③のイメージ

解決策②のイメージ

補足
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機関Dの
災害リスク情報

機関A用のシステム

機関B用のシステム 機関C用のシステム

機関D用のシステム

データ毎に個別にシス
テム（アプリケーション）
を用意する必要がある

各種データを統合的に利用することが
難しい（個々に仕様が異なるため）

データ毎に用語の意味が
異なっていることがあるが、
その違いがよく分からない

機関Aの
災害リスク情報

機関Bの
災害リスク情報 機関Cの

災害リスク情報

A仕様の災害リスク情報

B仕様の災害リスク情報

統
合
利
用
可
能
な

デ
ー
タ
仕
様

各機関毎の用語の違いや関
係が容易に理解できる

利用者は個別の利用環境を用意する必要が
なくなる（一つの仕様に対応すればよくなる）

用語辞書

C仕様の災害リスク情報

マ
ッ
ピ
ン
グ

機関A用のシステム

機関B用のシステム

機関C用のシステム

現状④のイメージ

解決策③のイメージ

補足
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３． 「システム化部会」で実施する内容

災害リスクに関するデータ流通の仕組みに関する実施内容

災害リスク情報等の流通に係る基本構成の検討

災害リスク情報等を流通させるために必要となる機能の検討

運用方法等の検討

当面の対象範囲

将来的な基本構成を構想した上で、プロトタイプとして対象範囲を明確化

プロトタイプシステムの要件及び機能仕様の作成

プロトタイプシステムの利用シナリオ及び検証方法の検討

システム化部会に期待する事項

参考とすべき事例の提供

利活用場面に基づき必要となる機能の調査への協力

プロトタイプシステムの要件及び機能仕様に対する意見・提案

プロトタイプシステムの利用シナリオ及び検証方法に対する意見・提案
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【参考：EUの事例～INSPIRE～における基本構成】

データ仕様 サービス・
メタデータ

データセット・
メタデータ

データ登録サービス
（レジストリ・サービス）

データ発見サービス

メタデータ

地理情報に関する著作権管理の仕組み

ポータル及び個別アプリケーション

インターネット/イントラネット

空間データ
サービスの
連携サービス

データ変換
サービス

空間データセット

空間テーマ
データセット

データセットに関する
相互運用の枠組み

空間データセット

閲覧
サービス

ダウンロード
サービス

デ
ー
タ

層

サ
ー
ビ
ス

層

ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン

層

データを変換するための仕組
み

データ仕様を流通・共有する
ための仕組み

データを流通・共有するための
仕組み
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「システム化部会」の成果イメージ

①災害リスク情報等を見える化（流通）するための基本構成
→将来と当面の範囲について基本構成を整理したもの

（参考：INSPIREの事例のイメージ）

②プロトタイプシステムの機能仕様書
→当面の対象とするプロトタイプシステムが有するべき機能について整理したもの
（レジストリとポータルの機能を詳細化することを想定）

③プロトタイプシステムの利用シナリオ及び検証方法
→プロトタイプシステムの利用対象や対象とするデータ等、検証に係る事項

①災害リスク情報等を見える化（流通）するための基本構成
→将来と当面の範囲について基本構成を整理したもの

（参考：INSPIREの事例のイメージ）

②プロトタイプシステムの機能仕様書
→当面の対象とするプロトタイプシステムが有するべき機能について整理したもの
（レジストリとポータルの機能を詳細化することを想定）

③プロトタイプシステムの利用シナリオ及び検証方法
→プロトタイプシステムの利用対象や対象とするデータ等、検証に係る事項
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システム化部会における検討の流れ（案）

【11月頃～】
事務局：基本構成（将来像と当面の範囲）の提案、諸外国の事例の提示
部会メンバ：基本構成として追加すべき機能・代替案の提示、将来像と当面の範囲につい
ての意見）、基本構成の検討において参考とすべき国内及び諸外国等の既存事例紹介

【12月頃～】
事務局：システムの利用シナリオ、プロトタイプシステム※の機能仕様書（事務局原案）の
提示 ※基本構成にて当面の範囲としたもの

部会メンバ：利用シナリオへの意見、機能仕様書の構成への意見、追記すべき機能・代替
案の提示、機能仕様書の検討において参考とすべき国内及び諸外国等の既存事例紹介

【1月頃～】
事務局：プロトタイプシステムの機能仕様書（修正案）の提示

部会メンバ：追記すべき機能・代替案の提示

【2月頃～】
事務局：利用シナリオ及びプロトタイプシステムの機能仕様書に基づく検証方法の提示

部会メンバ：検証方法への意見
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４． 「データ標準化部会」で実施する内容

実施内容

災害リスク情報等に係るメタデータ仕様の規格化

災害リスク情報等に係るデータ仕様の規格化

各機関毎の用語の違い等を整理した用語辞書の整備

当面の標準化対象範囲

一部の災害リスク情報（洪水リスク、地震被害想定データ※、土砂災害リスク）

一部の被災情報（道路被害情報、公共交通機関被害情報等）

※地震被害想定データの規格化については、本年度の実施内容の中でも先行的に実施する。

データ標準化部会に期待する事項

現状の災害リスク情報等を利活用する際の課題やニーズの調査協力

メタデータ仕様及びデータ仕様に対する意見・提案（改善案や代替案の提示等）

用語辞書整備への協力・意見
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「データ標準化部会」の成果イメージ

①災害リスク情報等の規格化ガイド文書（素案）
→メタデータ仕様及びデータ仕様の作成にあたって、基本的なルールを定めたガイド文書

②災害リスク情報等のメタデータ仕様（素案）（一部）
→洪水リスク、地震被害想定データ、土砂災害リスク等のメタデータ仕様（案）を対象

③メタデータの作成支援ツール
→メタデータ仕様（案）に準拠したメタデータを効率的に作成するためのツール

④災害リスク情報等のデータ仕様（素案）（一部）
→洪水リスク、地震被害想定データ、土砂災害リスク等のデータ仕様（案）

※地震被害想定データの規格化については、本年度の実施内容の中でも先行的に実施

⑤用語辞書および整備支援ツール（一部）
→浸水リスク、地震被害想定データ、土砂災害リスク等の用語辞書（可能な範囲）

→関係者で協同して用語辞書を作成するための環境（関係者が共同して作成するため作業環境）

①災害リスク情報等の規格化ガイド文書（素案）
→メタデータ仕様及びデータ仕様の作成にあたって、基本的なルールを定めたガイド文書

②災害リスク情報等のメタデータ仕様（素案）（一部）
→洪水リスク、地震被害想定データ、土砂災害リスク等のメタデータ仕様（案）を対象

③メタデータの作成支援ツール
→メタデータ仕様（案）に準拠したメタデータを効率的に作成するためのツール

④災害リスク情報等のデータ仕様（素案）（一部）
→洪水リスク、地震被害想定データ、土砂災害リスク等のデータ仕様（案）

※地震被害想定データの規格化については、本年度の実施内容の中でも先行的に実施

⑤用語辞書および整備支援ツール（一部）
→浸水リスク、地震被害想定データ、土砂災害リスク等の用語辞書（可能な範囲）

→関係者で協同して用語辞書を作成するための環境（関係者が共同して作成するため作業環境）
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「地震被害想定データ」のデータ仕様及び
メタデータ仕様作成について

被害等を評価した結果（ex.揺れやすさの評価結果）を対象に規格化する。評価に用
いた基礎データ類（ex.建物データ）までは当面の対象としない。

規格化により国及び都道府県等が作成する地震被害想定データの流通が図られ、
地方支分部局や民間企業の利用向上が図られる（現状は形式がバラバラ）。

被害等を評価した結果（ex.揺れやすさの評価結果）を対象に規格化する。評価に用
いた基礎データ類（ex.建物データ）までは当面の対象としない。

規格化により国及び都道府県等が作成する地震被害想定データの流通が図られ、
地方支分部局や民間企業の利用向上が図られる（現状は形式がバラバラ）。

目的（H21年度の実施内容）

中央防災会議専門調査会や都道府県が作成した地震被害想定データを対象に、

データ項目やその構造について調査・整理し、

その結果を元に規格化

規格化対象とするデータの種類は、

右表の7項目を想定

地震被害想定データの規格化に

ついては、対象範囲が明確である

ため、先行的に実施する。

中央防災会議専門調査会や都道府県が作成した地震被害想定データを対象に、

データ項目やその構造について調査・整理し、

その結果を元に規格化

規格化対象とするデータの種類は、

右表の7項目を想定

地震被害想定データの規格化に

ついては、対象範囲が明確である

ため、先行的に実施する。

実施方針

No. 種類 概 要 

1 震度 震度などの揺れの大きさを地図上に示したもの。 
2 地盤 地盤崩落や液状化などの地盤被害の程度を地図上に示したもの。 
3 建物 倒壊や全壊などの建物被害の程度を地図上に示したもの。 
4 火災 火災が発生した場合の延焼危険性の程度を地図上に示したもの。 
5 避難 各種地震災害に対して、避難場所等までの避難困難性の程度を地図上

に示したもの。 
6 その他 上記以外の地震に起因する被害の程度を地図上に示したもの。 
7 総合 上記の地震に起因する危険性の程度を点数化して足し合わせ、総合的

な危険性を地図上に示したもの。 
 出典：国土交通省 ハザードマップポータルサイト
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規格化対象とする「地震被害想定データ」の例

各都道府県等で作成されている以下のような地震被害想定データを対象に規格化を行う。

出典：神奈川県地震被害想定調査 報告書

（http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/saigai/chousakekka/soutei.htm）

http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/saigai/chousakekka/soutei.htm
http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/saigai/chousakekka/soutei.htm


17

データ標準化部会における検討の流れ（案）

【11月頃～】
事務局：災害リスク情報等の規格化ガイド文書（事務局原案）の提示

部会メンバ：内容の照査（ex.構成として追加すべき事項の指摘、内容として分かりにくい
箇所等の指摘、規格化ガイド文書の直接修正（代替案作成））

【12月頃～】
事務局：データ仕様作成において対象とする既存データ仕様の整理結果、利活用場面か
ら追加すべきデータ項目の調査依頼、用語辞書の要件定義内容（事務局原案）の提示

部会メンバ：対象とすべきその他既存データ仕様とその内容の提示、利活用場面とそのた
めに追加すべきデータ項目の回答、用語辞書の要件定義に対する意見交換

【1月頃～】
事務局：各テーマのデータ仕様（事務局原案）（なお、地震被害想定データの仕様案は他
のテーマより先行的に実施する）

部会メンバ：内容の照査（ex.記載が不足している箇所の指摘、及び修正案の提示）

【3月頃～】
事務局：用語辞書の整備環境の提供、既存の用語辞書類を基にコア部分の用語登録

部会メンバ：整備環境を用いて、事務局作成の用語辞書の確認・修正、及びその他用語
の追加
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５． 部会メンバの参加手順
【依頼内容】

①事務局が取りまとめた資料に対する意見等

②事務局が部会メンバに依頼する調査事項への回答

③事務局が試行的に整備した用語辞書に対する意見等

■①②は部会や情報共有サイトにて依頼・意見交換・質疑応答を実施
…防災WGのサイトでの意見交換等は適宜実施（その際にはメール等で関係者に通知）
…主要議題に係る資料は部会開催前の事前配布を基本

■③は辞書の確認・修正、用語の追加等についての意見照会を実施
…事務局にて用語辞書を整備するための専用サイトを情報共有サイトとは別に構築（構成検討
等を12月頃まで、その後環境構築）

…既存の用語辞書類を基にコア部分の用語を登録

…部会メンバは、用語辞書に登録された内容の確認・修正、及びその他用語の追加等の作成支
援を実施（3月以降）

【実施方法】

※防災WGで用いる情報共有サイトの機能については資料4を参照
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【参考】

システム化部会とデータ標準化部会のアウトプットのイメージ
（事務局原案）



20 システム化部会のアウトプット

「①災害リスク情報等を見える化（流通）するための基本構成」
のアウトプットイメージ

資料-4を参照

1



21 システム化部会のアウトプット

「②プロトタイプシステムの機能仕様書」
のアウトプットイメージ

基本構成に対して、プロトタイプ化する部分の要件及び機能仕様を具体化す
る。以下の項目について検討することを想定。

トップメニュー画面

検索条件入力画面

データ仕様
検索結果一覧画面

検索条件入力後、「検索」ボタン押下

データ仕様管理情報
詳細画面

データ仕様
一覧画面

ファイルダウンロード

データ仕様を選択

添付ファイル名称を押下

「管理」ボタン押下

登録、更新・削除
の遷移へ

データ仕様
詳細画面

「詳細」を押下

前提事項
システム構成
機能一覧
登録する情報
データ構造 等

※作成する範囲を含
めて今後検討

図 データ仕様の検索時の画面遷移の整理例



22 システム化部会のアウトプット

「③プロトタイプシステムの利用シナリオ及び検証方法の検討」
のアウトプットイメージ

プロトタイプシステムを用いた利用シナリオ
→利用フロー、対象者、利用するデータ等の整理
※想定される利活用場面を検討した上でシナリオを作成

利用するシステム（既存システムの活用等）
→検証に用いるシステム等の調査・検討

各利用場面における検証項目
→アンケート項目等により確認すべき項目（効果の確認、機能
の改善に係る内容※等）
※基本構成や機能仕様書への改善を
意識した内容とする。
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「①災害リスク情報等の規格化ガイド文書（素案）」
のアウトプットイメージ

データ標準化部会のアウトプット

資料-5-1、資料5-2を参照
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「②一部の災害リスク情報等のメタデータ仕様（案）」
のアウトプットイメージ

・・・・

JMP2.0に定義されている項目に
対して、災害リスク情報のテーマ
毎に記載すべき内容等を定義

メタデータ項目

記載すべき内容（説明）
→災害リスク情報としての定義を記載

記入例等を記載 必須・任意の別を定義

データ標準化部会のアウトプット



25 データ標準化部会のアウトプット

「③メタデータ仕様（案）に基づきメタデータを
作成するためのツール」のアウトプットイメージ

作成したメタデータ仕様に対応し
たwebベースのメタデータエディタ
を作成。



26 データ標準化部会のアウトプット

「④一部の災害リスク情報等のデータ仕様（案）」
のアウトプットイメージ①

①既存規格・基準・仕様類の調査

②既存規格・基準・仕様類のデータ項目整理

【洪水の場合】
•浸水想定区域図電子化ガイドライン
•流域地盤環境データ作成のガイドライン
•河川基幹データベースシステム標準仕様
•河川基盤地図ガイドライン
•Guidelines and Specification for flood Hazard 
Mapping Partners(FEMA/DFIRM)
※有効な諸外国の事例も参考とする

データ仕様作成の検討フロー（案）

既存の規格にどのようなデータ項目が、どのように規定
されているかを分類・整理する。

③利活用場面と必要情報の整理

④各データ項目の名称・定義内容等の整理

利活用の面から必要となる情報を整理する。
＝利活用場面を想定し、その利活用を実現するために必
要な情報を整理

⑤データ仕様書として取りまとめ

②と③で整理した内容を基に標準的なデータ仕様におけ
るデータ項目の名称やデータ項目の相互関係（データの
親子関係等の構造化）を定義する。

データ仕様書として、取りまとめる。
＝国際標準に準拠して策定された地理空間情報の国内
標準であるJPGIS Ver2.1版に準拠して必要な内容を作
成する



27 データ標準化部会のアウトプット

「④一部の災害リスク情報のデータ仕様（案）」
のアウトプットイメージ②（続き）

既存のデータ項目や利活用ニーズによる
新たなデータ項目について構造化を行う。



28 データ標準化部会のアウトプット

「⑤一部の災害リスク情報の用語辞書および
整備するためのツール」のアウトプットイメージ

●メタデータ仕様及びデータ仕様の中で取り扱う
用語について、各機関がどのように整理している
かを整理
●作成は、各分野等に知見のある専門家が共同
で整備できるように、wiki等の整備環境を用意す
ることを想定。
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